
直虎ゆかりの地で企業等と連携したグリーンツーリズムと６次産業化の推進

【西部農林事務所 地域振興課 地域振興班】

地域の農産加工品等の魅力、農業の魅力を伝える
ことで、更なる地域の農業の発展が見込まれました
が、農家等は、具体的にどのように魅力を発信すれ
ば良いのか分かりませんでした。

そこで、『おんな城主直虎』の放映により浜松地
域の観光客の増加が見込まれることから、観光協会、
旅行会社、グリーンツーリズム団体と連携し、地域
の農園や施設等をめぐるグリーンツーリズムツアー
を企画しました。また、浜松市の施設『田園空間博
物館』の『直虎ショップ』で、地域の農産加工品等
を販売できるよう、浜松市、農家等、施設側との協
議の場をコーディネートしました。

その結果、ツアーの商品化や農家自らツアーを企
画する力を身につけることにつながりました。また、
『直虎ショップ』では、20品の農産加工品が販売
され、放映が終了した後も、農産加工品の販売につ
ながる関係が構築されました。

工夫した点、苦労した点は？

・直虎ブームに上手に乗れるよう、直虎放映
前に調整を済ませました。

・研修会等を実施することで、農家の方々に
自らツアーを企画できる能力を習得していた
だきました。

【静岡文化芸術大学 田中 啓 教授 から一言】

「地域の活力は現場にあり！創意工夫で地域を元気に」
「みんなで力を合わせよう！市町や民間の皆さんと協力しよう！」改革賞

今後に向けての更なる取組は？

・直虎放映終了後も農家等のみなさんに御活躍
いただけるよう、地域の商工会議所、観光関係
団体と連携を深めながら、魅力のある農産加工
品やツアーづくりを支援していきます。

広域団体の出先機関としての特性を生かした好事例です。農林事務所のネットワークやコーディネート
能力によって有効な取組になっています。NHK大河ドラマの放映開始に併せて早期に準備を開始した
ことや、「直虎」終了後も取組が持続するよう研修や体制づくりに力を入れている点も評価できます。

※所属の写真掲載箇所

【 直虎ショップの様子(静岡新聞アットエスから)】



富士宮市内房における、市民と行政が協働した鳥獣被害対策の取組

【富士農林事務所 地域振興課 地域振興班】

ニホンザル等の鳥獣被害に対し、行政が主
体となり、捕獲等の対策を講じてきましたが、
被害の解決には、地域全体で防御対策を講じ
る必要がありました。

そこで、行政は技術的支援、猟友会は捕獲、
地域活動団体は対策モデルを提示、住民は追
い払い・電気柵設置・餌となる放置野菜の撤
去及び地域活動団体が設置したわなへの活用
など、有機的に連携して対策を実施するとと
もに、専門家を招いて住民向け鳥獣被害対策
の研修会を実施しました。

その結果、富士地区で初となる地域一体型
の防御の仕組みが構築されました。研修を踏
まえて電気柵を設置した箇所では被害がなく
なるとともに、住民による対策が毎日実施さ
れ、鳥獣被害が減少しつつあります。

工夫した点、苦労した点は？

・行政と協働して、住民が主体的に取り組む
ことができる仕組を目指しました。お祭りな
どを主催する地域活動団体に中心的な役割を
担っていただくことで、他の住民を巻き込ん
で取組を進めるよう工夫しました。

【静岡県立大学 西野 勝明 教授 から一言】

「地域の活力は現場にあり！創意工夫で地域を元気に」
「みんなで力を合わせよう！市町や民間の皆さんと協力しよう！」改革賞

今後に向けての更なる取組は？

・今回の取組を検証する研修を実施し、改善
を加えていきます。

・安定的に成果がまとまりましたら、鳥獣被
害対策に苦慮している市内の他の地域や隣の
富士市でも、取組を横展開していきます。

鳥獣被害対策の課題は、複数の手段（捕獲、防護、追い払い）の組合せ、広域性、専門性、多様な実
施主体（県、市、農家、猟友会、住民）の連携ですが、地域活動団体を巻き込んだ意見交換会と専門
的研修会の実施により見事に解決し、地域一体の戦略的な防御対策を実現した全国へのモデルとなる
取組です。

【箱わなの設置】

【電気柵の設置】

【研修会の様子】



「子どもの貧困」への挑戦。官民協力で大学進学！

【富士健康福祉センター 相談課】

虐待等により児童養護施設に入所してい
る児童は、進学の際に親からの支援が受け
づらく、児童本人も進学を諦めていたため、
大学等への進学率が低い状況でした。

そこで、奨学金制度等を網羅し詳細に説
明した冊子を作成するとともに、冊子を使
用して、施設職員・入所児童・里親・高等
学校教職員を対象にした進学説明会や、市
町・県職員を対象にした研修会を開催しま
した。

その結果、進学説明会に参加した施設の
児童６名が専門学校への進学を希望しまし
た。また、冊子があることで、施設担当者
等は、制度をもれなく紹介できるようにな
り、児童の進学支援につながりました。

工夫した点、苦労した点は？

・施設の職員の意見を参考にしながら修正を
加え、分かりやすい冊子をめざしました。

・説明会では、施設から専門学校に進学し、
現在看護師として勤務をしている方を講師と
してお迎えし、冊子を活用して進学の説明を
していただきました。

【静岡大学 日詰 一幸 教授 から一言】

「地域の活力は現場にあり！創意工夫で地域を元気に」
「みんなで力を合わせよう！市町や民間の皆さんと協力しよう！」改革賞

今後に向けての更なる取組は？

・奨学金制度の最新の情報を収集し、冊子の
更新をしていきます。

・民間企業からの寄附金を原資にした給付型
奨学金を支給する制度の創設に向け、取組を
進めて参ります。

児童養護施設に入所している児童・生徒が大学等へ進学することにより、貧困の連鎖を断ち切ることは
大切なことです。そのような課題を解決するため、県と施設が連携して奨学金をはじめとする進学支援
の冊子を作成し、それを進学説明会等で活用したことはとても時宜にかなう取組だと言えます。

【冊子の目次】

【奨学金制度等一覧】



ムスリム宿泊客おもてなしマニュアルと食のおもてなしガイドブックの作成

【健康福祉部 衛生課 生活衛生班】

工夫した点、苦労した点は？

・飲食宿泊施設にアンケートを実施し、
ムスリムの方に分析していただき、真
の課題を見つけ出しました。

・飲食宿泊施設ができるところから対
応できる内容とし、息の長い取組を目
指しました。

【静岡産業大学 松本 有二 教授 から一言】

「地域の活力は現場にあり！創意工夫で地域を元気に」
「みんなで力を合わせよう！市町や民間の皆さんと協力しよう！」改革賞

今後に向けての更なる取組は？

・様々な外国人の方に静岡県を来訪し
ていただけるよう、外国人向けの飲食
宿泊施設の情報発信について検討し、
普及させていきます。

日本社会は言語や文化などで共通感のある「ハイコンテキスト」の部分が多いので、本事例のような
「ローコンテキスト」に関わる新しい取組は、行政機関が苦手とする分野の一つかもしれません。この
ような分野は21世紀における地域を考えれば不可避の分野でありますので、本事例での心構え、対応、
プロセスなどを、是非、参考にしていただきたいと思います。

【マニュアル等の表紙と内容の一部 】

県内飲食宿泊施設は、ムスリムの習慣に対応できる
か不安等があり、ムスリム旅行者の受け入れに消極的
でした。また、ムスリム旅行者にとっては、県内飲食
宿泊施設では安心して食事をすることができない、礼
拝のための設備がない、などの理由により、旅行をす
ることに消極的でした。

そこで、県内飲食宿泊施設が加盟する組合と連携し、
組合員の経営者にアンケートを実施して、不安を収集
するとともに、アンケート結果をムスリム在住者等に
よるワーキンググループで分析しました。その結果、
不安の原因は、施設側の情報不足等によることが判明
したため、対応を記載したマニュアル等を作成し、県
内飲食宿泊施設等に配布しました。（12,000部）

その結果、県内飲食宿泊施設は、ムスリムの習慣へ
の理解を深め、これらに配慮した飲食宿泊環境を提供
することができるようになり、更なるムスリム旅行者
の誘致につながりました。（テレビ放送、新聞掲載で
広告宣伝費を約770万円削減）


